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2 Ma-2 曖昧性を考慮した料理名のコンピュータ処理
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食　　物

[亘m]コンピュータ上で料理名を文字列として文字列比較･検索を行うと、実際に同一の料理

であっても、その記述の違いにより、比較や検索が正確に行えない。これは日本語の特徴である

助詞や修飾語等による曖昧性を考慮していないためである。そこで、この問題を解決するため、

料理名の特徴を調査し、曖昧性を排除した表現におきかえる手法を考察した。
　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－=･･＝　－W･==･-=-[^]まず、料理名の文法的特徴を調査した。調査対象は料理雑誌などに掲載された日本語表

記の料理名とし、フランス料理、中華料理などは対象外とした。次に、最長単語一致法、料理名

の文法的特徴を考慮したいくつかの例外処理、食品成分表に記載されている食品名を主に登録

している単語辞書を用いて単語分解を行った。最後に、単語分解された料理名から、材料名や

調理名などを抽出し、それぞれの材料名や調理名に割り当てた記号や数値を使って一定の書式

に置き換えた。

　[m^]料理名の文法的特徴として、l)料理名は主に４つの構文をもち(Ａ:材料名、調理名の

み(料理名全体に占める割合は20.8%)、B:材料名十調理名(同11.6%)、C:材料名の調理名(同

44.9%)、D:材料名と材料名の調理名(同21.8%)、E:その他(同1.0%))、2)料理名に使用され

る助詞は格助詞(連体修飾)の｢の｣(料理名全体の｢の｣の出現頻度に占める割合は92.2%)及

び格助詞(並列)の｢と｣(同90.5%)であった。料理名の単語分解の成功率は95%程度であっ

た。料理名を記号化することによって、曖昧性を含まない表現で処理することができるように

なった。

2 Ma-3 料理の組み合わせの検討

　　　　　九州女大家政 ○武藤慶子 石松成子

　目的　食をとりまく環境の変化は多様化の傾向をしめし、食事作りも食材料の簡便化、

調理機器の多様化などにより変化して来ている。そこで今回は一般家庭における調理担当

者の、料理組み合わせについて検討をした。また、調理の簡便化、料理作りに対する意識

が料理の組み合わせに影響を与えるのかを把握し、食教育の方向性を探ることを目的とし

た。

　方法　北九州市に在住する231世帯の調理担当者に対し質問紙調査により、調理担当者

の属性（6項目）、調理簡便化に対する意識（lO項目）、料理作りに対する意識（10項目）

料理の組み合わせ（12料理）、料理の加工度（12料理）について調査し分析した。

　結果　1.属性は、平均年齢42.8±8.5歳で、専業主婦29.9％、有職者55.2％、核家族

が69.7％をしめていた。　2.調理簡便化の意識が高い項目は調味料利用、買い物行動、

調理時間であり、市販惣菜利用、調理形態、料理様式の項目は意識が低くかった。　3.

料理作りに対する意識は、料理の情報に関心があり、レパートリーを増やすなど工夫をし

ている傾向があった。4.料理の組み合わせは、パターン、栄養、いろどり、食べ合わせ

から検討し料理それぞれの特徴があった。　5.調理の簡便化をあらわす料理の加工度の

世帯別平均は2.12±0.6であった。　6.調理簡便化の意識と料理作りに対する意識、料

理加工度には関連性がうかがえたが、料理の組み合わせは関連がみとめられなかった。
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